
学校評価 
 

熊本県立玉名工業高等学校 令和６年度（２０２４年度）学校評価計画表 
 

１ 学校教育目標 

教育綱領「明朗 誠実」「自律 協力」「勤勉 工夫」「健康 安全」のもと、生徒の豊かな感性や 
思いやりを育み、果敢に挑戦する態度を養い、企業や大学、地域との連携・協働により、地域の課 
題解決や発展に貢献し、地域社会に活力を与え、産業界の未来を担う人材を育成する。 

 

２ 本年度の重点目標 

(1)社会に適用する人間力(生きる力、考える力等)を持った人材の育成 
(2)確かな学力の向上と生徒の希望進路の実現 
(3)部活動・生徒会活動の活性化、心身の健全育成 
(4)学校の魅力化、地域とともにある学校づくり 

 

３ 自己評価総括表 

   評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 

学校経営 信頼され

る学校づ

くり 

安心安全な

学校 

・学校教育目標

の浸透と工業教

育の推進 

 

・ハラスメント

や事故の未然防

止 

・互いに声を掛け

、協力して目標に

向かう学校風土

づくり 

・健全な組織運営

と安全管理体制

の構築 

 

 

 

 

Ａ 

・学校教育目標の浸透と

工業教育の推進について

は、例年非常に高い評価

を得ており、これを継続

していくことは本校の重

要な使命の１つである。 

・いじめやハラスメン 

ト、問題行動の未然防 

止に努め対応を行い、 

人権意識を高める風土 

づくりを進めている。 

夢を実現す

る学校 

・生徒にとって

通いたい学校づ

くり 

 

・資格・検定へ

向けた取組の充

実と様々なイベ

ントへの参加や

情報提供 

・学力向上・もの

づくり指導の取

組による自己肯

定感、自己有用感

の育成 

・生徒への様々な

情報提供及び進

路希望等への組

織的な支援 

 

 

 

 

Ａ 

夢の実現に向けて一生懸

命取り組む風土づくりは

でき上がりつつある。ホ

ームページや安心メール

等で様々な情報を発信し

たこと、ものづくり教室

の開催等への評価は高

く、玉名工業高校の教育

目標への理解等において

高い水準を収めている。 

働き方改

革の視点

に立った

学校運営 

職員の負担

軽減のため

の校務改革 

・教師にとって

働きやすい学校

づくり 

・超過勤務時間

縮減のための校

務の効率化と組

織的な取組 

・各種休暇を取

得しやすい雰囲

気の醸成  

・衛生委員会等

を活用した職員

の業務状況確認

の実施 

 

 

 

 

Ｂ 

教師が年休をとりやすい

雰囲気や、働きたい学校

づくりについては例年並

みではあるものの、７０

％程度と他の項目に比べ

て低い。勤務時間縮減に

向けては、様々な取組を

実施しているが、引き続

き推進していく必要があ

る。 



入学定員

の確保 

入学希望者

の増加 

・募集定員を

満たせるよう

に魅力発信の

強化を行う。 

・体験入学のＰ

Ｒ活動 

・高校魅力化の

向上と発信 

・中学校訪問に

よる学校説明会

の実施 

Ａ 

体験入学、地域貢献活

動、高校説明会、公民

館講座、出前授業等外

部へ向けたPR活動に力

を入れ、前期選抜志願

者数が増大した。 

学力向上 教科指導

の改善 

 

・観点別評

価による指

導技術の向

上 

・専門性の

向上 

・授業に関す

る興味関心の

向上 

・ＩＣＴを活用

した授業評価の

実施 

・さらなる授業

改善と評価法の

研修 

Ａ 

ＩＣＴを活用した授業

の実施で生徒達の興味

・関心を深めることが

できた。職員スキルア

ップのための研修等を

行った。 

基礎学力

向上と積

極的な学

習への取

組 

・自学への

取組向上 

・生徒の理

解度の把握

と学習意欲

の喚起 

・学習習慣

の定着 

・ＩＣＴや一

人一台端末の

活用 

・ＤＸハイス

クールの推進 

・基礎学力の

定着 

・学習への取

組向上 

・学力テスト等

による基礎学力

の把握と向上 

・ＤＸ化導入と

大学との連携開

始 

・授業時間数の

確保 

・定期考査へ向

けた環境づくり 

Ａ 

スタディサプリを導入

し、学習状態の把握や

自学への取組向上が見

られた。 

ＤＸ化についても順次

進めているが、工事等

が進行中であるため、

次年度以降も継続して

いく必要がある。 

キャリア
教育(進
路指導) 

職に就く
ことを前
提とした
進路指導
の充実 
 
キャリア
教育の充
実（人在
から人材
への高校
３年間） 

・インター
ンシップの
充実 

・インターン
シップを終え
ての感想で、
「充実してい
た」と答える
生徒９０％以
上 

・受入れ企業先

の精選 

・事前指導（マ

ナー講座）及び

事後指導（振り

返りシート・お

礼状作成） 

Ａ 

・受入れ企業先の精

選を行った。また、

実習内容に興味を持

って取り組むことが

できましたかという

問いに、９４．４％の

生徒が取り組めたと答

えた。 

・玉工手帳
の積極的活
用と活用能
力の向上 

・「玉工手帳
」を活用し、
予定を立てて
から行動でき
るようになっ
た」と答える
生徒５０％以
上 

・玉工手帳の活

用法や進路情報

の提供 

Ｂ 

・「玉工手帳を活用し、

予定を立ててから行動で

きるようになった」と答

える生徒が、５０．０％

と昨年度比９．０％上昇

したが、以前として活用

度は低い傾向にある。 

・生徒一人

ひとりの進

路実現 

・進学希望者
及び求職者の
最終合格・内
定率１００％
達成 

 

・個別進学指導

の計画及び実施 

・生徒及び教職

員の企業説明会

や進学説明会等

への参加 

・全職員による

面接指導の実施 
・進路講話及び
進路説明会の実
施 

Ａ 

・学校紹介就職では、
一次内定率が９２．５
％だった。就職希望者
の進路決定率１００％
達成。 
・進学希望者の進路決
定率は、令和７年１月
２９日現在、９２．５
％である。 
・進学ガイダンス、公
務員ガイダンス、企業
ガイダンスなど適宜行
うことができた。 



生徒指導 基本的生

活習慣の

確立 

・制服の正

しい着用と

地域に信頼

される生徒

の育成 

・社会のル

ールを順守

する意識の

醸成 

・服装や身だ

しなみの大切

さについての

理解（服装検

査の合格率を

各クラス９０

％以上とする

） 
・地域に信頼
される行動の
定着 

・服装頭髪検査

に向けた事前指

導の徹底 
・ＨＲ指導及び
集会等での指導 

Ａ 

・服装頭髪指導の合格

率の平均は、９０．２

％であった。頭髪の基

準が変更になり、新年

度当初は指導を受ける

生徒数は多かったが、

２学期以降は減少傾向

にある。服装や身だし

なみに関しての理解は

深まっていると考えら

れる。 

校門付近で

のマナー向

上 

・校門付近に

おいて通行の

妨げになって

いる状況の改

善 

・下校指導の実

施 

・担任指導や全

校集会での周知

徹底 

・スマートフォ

ンの使用場所の

検討 

Ｂ 

・週に２回、登下校指導

を正門で行っているが、

下校指導がない日や考

査期間中等の全校生徒

が一斉に下校する時に

通行の妨げとなってい

る状況もある。 

・各部活動で終わる時

間が異なる為、各顧問で

の呼びかけや注意喚起

が必要である。 

交通安全

教育の推

進 

自転車運転

マナー及び

原付バイク

運転マナー

の向上 

・通学路にお

ける交通指導 
・自転車二重
ロックの徹底 
・交通事故の
前年比３０％
減 
・交通違反の
３０％減 

・現地での登校

指導の充実 
・交通委員によ
る啓発活動及び
職員による指導 
・原付通学生の
定例会の定着と
効果 
・原付免許取得
者全員に対して
の定例会の実施 
・担任指導や全
校集会等による
周知徹底 

Ｂ 

・登下校指導時に、安
全運転や二重ロックの
呼びかけを実施した。 
・自転車の事故は６件
（１年生：４件、２年
生：０件、３年生２件
）で、昨年度より３件
減少した。事故の内容
は、わき道から出てく
る車との接触事故が多
く発生した。 
・原付バイクの交通違
反は１１件で昨年度よ
り１件減少した。来年
度は定例会の充実を図
るとともに、定期的に
通学路での現地指導を
実施し、規範意識を高
めたい。 

人権教育
の推進 

人権教育

の推進 

・研修の充

実と推進体

制の強化 
・指導方法
の工夫と改
善 
・学習環境
の整備・充
実と指導者
の育成 

・学期に最低

１回程度の校

内職員研修を

実施 
・人権教育便
りの配付（学
期に１回） 
・校外の各種
研修会への参
加を推奨（２
回以上参加率
平均７０％） 
・学年に応じ
、学期１回程
度の効果的な
ＬＨＲの実施 

・人権教育推進

委員会で、校内

職員研修の内容

を検討 
・人権啓発、同
和問題への関心
を持つよう、最
近の問題を提示 
・校外研修にお
ける全職員への
参加の呼び掛け
とレポート研修
におけるレクチ
ャーの実施 
・人権教育推進
委員会や学年会
で内容を協議 
 

Ａ 

・夏休みの研修会で
は、台風のため中止と
なった。２学期に研修
会を行い、人権教育主
任となっての取り組み
や、職員への人権啓発
や、校外研修に関して
の話を行った。人権子
ども集会の視聴を全ク
ラス及び全職員行っ
た。地域で２回ある研
究集会には７０％以上
の先生方に参加してい
ただき目標を達成でき
てる。 
・全クラスで実施する
人権ＬＨＲに関しては
行事やスケジュールな



・全職員による
レポート研修の
実施 

どを考えながら効果的
に行うことができた。 
・全職員によるレポー
ト研修に関しては進路
指導や家庭訪問などの
行事を考えると効果的
に行うことができない
ことが課題として挙げ
られる。工夫・改善が
必要である。 

学力保障

及び進路

保障の支

援 

確かな学力

を身に付け

、進路を保

障する取組

の強化 

・全ての教科に

おいて人権同和

教育の視点で学

習指導、生徒指

導を展開(就職内

定率１００％) 

・進路指導部や各

学年と連携し、全

職員が生徒一人一

人を大切にする学

習指導、生徒指導

の体制を強化 

Ｂ 

・多種多様な生徒の進路

希望に対して、生徒と担

任との面談時間を確保

し、情報の共有に努めた。 

・就職内定率１００％

を達成した。 

命を大切

にする心

を育む指

導 

自己肯定感

、自己有用

感を高める

指導の強化 

・すべての教

科で人権同和

教育の視点か

ら命を大切に

する授業の展

開 

・ＨＲ活動や全

教科での取組及

びＬＨＲにおけ

る授業の実施（

２回） 

・人権教育推進

委員会の実施 

Ａ 

・第三次とりまとめを周

知していることで人権に

配慮した授業実践を行う

ことができている。ま

た、生徒指導部及び保健

部が行っているいのちの

教育による講演会や性教

育講演会などいのちを大

切にする取組も行われて

いる。 

いじめの
防止等 

いじめ防

止基本方

針の推進 

いじめにつ

ながらない

、学校全体

の風土づく

り 

・全ての教育

活動での注意

喚起･情報提供

･共有等の徹底 
・生徒の変化
に気づき、変
化を見逃さな
い職員間の協
力体制の構築
といじめを許
さない体制及
び環境づくり 

・職員のいじめ

防止研修を実施

し、感性の高揚

を促進 
・ＩＮＩ（いじ
めなくそう委員
会）による啓発
活動 
・スクールサイ
ンの投稿内容に
対する組織的で
素早い対応 
・いじめ防止対
策委員会の実施
（年３回） 

Ａ 

・アンケートによるいじ
めの実態把握を行い、そ
の結果をもとにいじめ防
止対策委員会で検討し、
早期に組織的な対応がで
きた。相談支援部及びＳ
ＣやＳＳＷとの連携がで
きた。 
・ＳＮＳでのトラブルや
いじめ事案が発生した。
学校配付タブレットの使
用方法等と併せて、ＩＣ
Ｔ推進部と連携して取り
組んでいく必要があると
感じた。 
・スクールサインへの書
き込みは昨年と比べ減少
した。 
・いじめに関する職員研
修を実施した。いじめ事
案に対して職員間で連携
した対応ができた。 

地域連携
( コ ミ ュ
ニティ・
スクール
など) 

地域連携 「地域とと

もにある学

校づくり」の

取組 

・保護者、地域

住民、行政等か

らの学校への参

画並びに支援体

制を促進させ、

信頼関係の深化 

・「社会に開か

れた教育課程」

の実現 

・学校運営協議

会の充実と協力

体制の構築 
・社会に開かれ
た教育課程の実
現に向けた保護
者や地域住民と
の情報や課題の
共有化 

 
 
 
 
 
 
Ａ 

・学校運営協議会も３ 

年目を迎え、委員様か 

らの御意見や御協力を 

いただいている。 

 ・外部からの技術指導

や、地域行政や産業界

との連携においては評

価も高く、社会に開か

れた教育課程に向けて

着実な歩みを進めてい

る。 



ボランティ

ア活動の推

進 

・ボランティ

アへの参加を

とおして地域

住民との連携 

・地域イベン

トやボランテ

ィア活動の案

内と参加 

・ボランティア
をとおして学校
と地域を繋げる
活動の継続的な
実施 
・生徒会、ＪＲＣ
部、有志による地
域清掃活動の実
施 
・地域交流活動
の実施 

 

 

 

 

Ｂ 
 

・玉名市や社会福祉施
設主催の複数回のボラ
ンティアに積極的に参
加した。 
・玉工杯グランドゴル
フ大会を開催し、地域
住民の方々との交流を
深めた。 
・生徒会、ＪＲＣ部、
有志による地域清掃活
動を実施した（２月） 

産業界や
地域に貢
献する人
財の育成 

ものづく

り教育を

通じた人

づくり 

産業界や地

域との連携 

・ものづくり

教育の充実と

職業人として

の意識向上 

地域の自治体や

工業の関連企業

との連携による

技術力供与や実

技指導等の実施

（マイスター・ 

ハイスクール等） 

Ａ 

玉名市と連携した公民

館講座や商業施設での

ものづくり教室をはじ

め、マイスターハイス

クール導入年度として

各科の取組が増えた。

実習などの組み入れで

生徒の知識・技術力の

向上に繋がった。 

専門分野へ

の知識や技

能の深化 

・ジュニアマ

イスター顕彰

制度において

連続して学校

表彰を受ける 

・ジュニアマ

イスター認定

１０％増 

・ゴールド、シル

バーだけでなく、

ブロンズの認定の

推奨 

・３年間の取得計

画表の掲示 

・各種資格の周知 

・課外や模試の実

施 

Ａ 

ジュニアマイスターの

前期申請では１１０名

を超え、後期申請では

３０名を予定している

（特別表彰者２名を含

む）。技能士受験につ

いては昨年度より若干

名多い合格者を輩出し

ている。 

魅力発信 ・学校の日々

の様子を定期

的に更新 

・中学生が入

学したいと思

う学習内容や

ものづくりの

発信 

・地域イベン

トへの参加を

通しての本校

の魅力発信 

・ホームページ

やインスタグラ

ムによる情報発

信 

・中学生に本校

の魅力ある学習

内容を発信 

・地域イベント

等に参加し、メ

ディア等を活用

したＰＲ活動 

 

 

 

 

Ａ 

ホームページやインスタグ

ラムで情報発信を行い、

多くの閲覧を得ている。 

ものづくりを中心として

地域イベント等に参加、

多くの来場者があり盛り

上がった。 

メディアへの情報発信も

行い報道にも多く取り上

げられた結果、前期入試

への出願者は昨年度より

増加している。 

部活動の

振興 

魅力ある部

活動づくり

とその活性

化 

・部活動の加

入率の向上 

・各種大会に

おいて上位入

賞及び上位レ

ベルの大会へ

の出場 

・部活動指針に

基づいた長期、

中期、短期の目

標を設定及び明

確化・生徒の自

主性を伸ばす計

画的活動の実施 

Ａ 

・体育系、文科系共に高

い加入率となっている。 

・各部活動が部活動指

針に基づき計画的に活

動した結果、大会等で

の上位入賞が増加。活

動意欲等や部の活性化

等につながった。 

部活動にお

ける安全管

理 

・毎日の健康

観察の実施及

び徹底 

・活動場所の

安全管理と整

理整頓 

・部活動顧問会

を定期開催する

ことによる情報

共有及び安全管

理 

 

 

 

 

Ｂ 

・定期的に顧問会の開催

を行い、安全面や安全管

理（計画等）等に対する

呼びかけはできたが、生

徒についての情報共有等

には至らなかった。 



・活動中のけ

がの予防及び

防止の徹底 

・毎月の活動内容
の明確化及び休養
日の定期的な設置 

・救急処置講習

会の実施等、生

徒の安全意識向

上の推進 

・救命講習会を行い、

生徒・職員の安全意識

の向上に努めた。 

保健管理 安心安全

な学校づ

くり 

安心安全な

学校づくり

のための環

境整備 

・安全点検実施

１００％ 

・毎月１回の安

全点検 

・安全点検結果

を事務室と共有 

・事務室との連携

による早期整備・

修繕等の実現 

Ａ 

・毎月１回の安全点検

を実施した。結果を事

務室と共有し、整備や

修繕等を可能な限り実

施することができた。 

心身の健

康を育む 

健康に対す

る意識や自

己管理能力

の育成 

・朝の健康観察

の徹底 
・保健だより
による健康情
報の提供 
・部活動生へ
の救急処置講
習会の実施 

・健康に関する

生徒情報の共有 
・保健だよりの
学期ごとの発行 
・体育会系部活
動生対象の救急
処置法講習会の
実施 

Ａ 

・職員間で健康に関す

る生徒情報の共有がで

きた。 
・保健だよりの学期ご
との発行をすることが
できた 

・体育会系部活動生対象

の救急処置法講習会の実

施することができた。 
 

特別支援教

育を含めた

相談活動の

充実 

・課題を持つ

生徒、 

支援の必要な生

徒の早期発見・

早期対応 
・特別支援教
育に関する職
員の共通理解
と実践 

・職員研修の実

施 
・生徒状況把握
のための各種調
査の実施 
・個別の教育支援
計画に基づく情報
共有と支援の実施 
・ＳＣ・ＳＳＷ
や関係機関との
連携 

Ａ 

・気になる生徒のチェ

ック項目を増やし、よ

り詳細な情報共有を図

ることができた。 
・自治体の福祉課との
連携や入学前相談等に
幅広く対応した。 
・本人と家庭及び学校
が情報を共有して問題
解決に向かうよう関係
機関と細やかな連携を
行った。 

・自尊感情

を高めるた

めの取組及

び他人への

思いやりを

持つ生徒の

育成 
・命あるす
べてのもの
を大切にす
る心の育成 

・いのちを大

切にする教育

の実施 
 
・ストレス対
処教育の実施 

・各学年対象の

講演会の実施 

・自らＳＯＳを

出す方法と傾聴

方法の授業を実

施 
・相談室だより
を活用したスト
レス対処教育の
実施 

Ａ 

・対面での講演会を学
年ごとに実施し、命の
大切さについて考える
ことができた。 
・ＬＨＲ等を活用し、
ＳＯＳの出し方などに
ついての授業を実施し
、ストレスに対処する
力の構築に努めた。 
・ＳＯＳを発信しやす
い関係性の構築、スト
レスマネジメント、傾
聴スキルなどに関する
授業を実施した。 
・ＳＣ面談等について
も希望を募り、生徒情
報等の共有に努めた。 

  
 
 
 
 
 
 
 



４ 学校関係者評価 
 
・家庭学習については、小・中学校でも「家庭学習の充実と習慣化」が１つの重点項目となっ
ている。個人に合わせた学習システム スタディー・サプリの使用などの取組みは大変良いと
感じた。 
・国公立大や海外の大学、就職においてもほぼ１００％の実績は素晴らしいものがあると感じ
ました。今後も維持してほしい。 
・交通事故や特別な指導の件数は若干減少しているものの、多いと感じた。 
・各科等においては様々な取組みがあり、各種コンクールでの入賞等、素晴らしい実績を残し
ており、今後も優秀な成績を残せるよう、生徒ファーストで指導にあたってほしい。 
・生徒アンケートにおいて、玉名工業高校に入学して良かったかの問いに対し、そう思わない
生徒が１５％いることが分かる。なぜ、そう思わないかの理由を把握することにより、今後の
改善点が見えてくると思う。アンケート記述等で理由を把握し、魅力ある学校づくりに努めて
ほしい。 
・次年度は、高校魅力化コンソーシアムモデル構想事業も開始する予定であるため、チーム玉
名として、マイスター・ハイスクール事業に加え、コンソーシアム事業への積極的な参画を期
待している。 
・ボランティア活動の評価が下がったようだが、十分な活動が合っていると思う。献血や清掃
活動、各種広報手段等を利用し、行っていることを自分たちで認識できるようにして、もっと
生徒に自信を持たせてほしい。教職員も一体となって意識を高めてもらいたい。 
・総合的に「勝ち組」の育成に重視している感がある。就職も含め、これが本校の特色でもあ
り、ＯＢである私達の高校時代からそうであったと思う。しかし、これからは、「勝ち組」で
ない人にも優しく接することができる人材育成も視野にいれていかなければならないと思う。
多くのハラスメントが存在しているが、社会人となってその渦中に飛び込んでも、柔軟に立ち
振る舞いができる素晴らしい社会人を輩出してほしいと思う。 
・マイスター・ハイスクールをはじめとした特色ある取組みがなされている。「選ばれる学校」とし
ての視点で工夫されていて、生徒が主体となる取組みも多い。本小学校の「ものづくり教室」にも来
てもらったが、生徒さんは優しく、はきはきと進行しており、感心した。 
・充実した教育活動が行われていると感じる。たくさんの活躍が見られるので、さらに学校の
魅力を発信、ＰＲすると、中学生の興味も高まると思う。 
・近年、子供たちが進路面であったり、部活動の面であったり、様々な分野で活躍できている
のは、子供たちの頑張りではあるが、学校の取組む姿勢や先生方の熱意からだと感じている。 
・最終的に進路を決定するのは生徒だが、地域で生まれた生徒を地域で育て、地域で活躍する
というサイクルが上手くつながるといい。そのためにマイスター・ハイスクール等の取組みで
地域企業との結びつきが一層強くなると良いと思う。 
・生徒指導の面でも、地域で問題行動等に気が付くこともある。できることがあれば、一緒に
教育していきたい。 
 

 

５ 総合評価 

 
（１）全体において 
   自己評価については、学校評価アンケート２９項目中、生徒、保護者、職員ともに９０％

を超えた項目が１０項目と、ある程度高い結果を残すことができた。家庭学習について、生
徒と教職員の評価が上がった。体育大会を１学期に移動したことにより、２学期に落ち着い
て計画的に学習できたことが、この結果につながったと考えられる。 
保護者からの学校評価の数値でボランティアが下がった。本校生は継続的にボランティア

を実施しているので、広報活動にも力を入れていきたい。 
   特別支援教育を保護者との連携において教職員のアンケート評価が上がっている。教職員 

の努力への相互評価だと感じる。 
 

（２）本年度の重点目標 
(1)社会に適用する人間力(生きる力、考える力等)を持った人材の育成 
  専門教育や産業教育、地域との連携、資格試験への取組みを通して、社会に通用する人 
間力を持った人材の育成を進めている。また、基本的生活習慣やマナー、交通安全の意識 
向上に努めている。生徒の評価において、交通安全・マナーについては９０％を超えてい
るが、基本的生活習慣については更なる取り組みを進めたい。 

 



(2)確かな学力の向上と生徒の希望進路の実現 
  進路情報の提供やキャリア教育において高い評価が得られた。また、３年生の進路決定 
率も９８％となっている。ただし、この項目については課題もあり、家庭学習は昨年度よ 
り数値が上がったものの、十分にできなかったと答えた生徒も多かった。 

(3)部活動・生徒会活動の活性化、心身の健全育成 
部活動の活性化、健康意識、いじめ対応、命の教育については、高い評価を得ている。 

生徒会を中心とした学校行事についても、滞りなく実施できた。 
(4)学校の魅力化、地域とともにある学校づくり 
  様々な機会でものづくり教室や地域のニーズに応じたものづくり、寄贈を行った。また 
地域の研究発表会に参加する等して地域との連携を図った。インスタグラムやホームペー 
ジを通した積極的な情報発信に努めている。 
  

 

６ 次年度への課題・改善方策 
 
○家庭学習、学習活動への意欲的な参加において、今年度は多少評価が上がったものの、依然と
して低い傾向がある。スタディー・サプリ等で、学習習慣の確立に努めたい。 
○玉工手帳の活用についても対応が求められる。生徒の「書く」という行為へのハードルが上が
ってきており、運営協議会においてもタブレットを併用しつつも「書く」ということへの継続的
な指導を求める声が上がった。 
○教職員アンケートの「働きたい学校である」「休暇を取りやすい」項目の肯定的意見が７０％
程度なので、衛生委員会等を通じて更なる対応を進めたい。 
○定期考査に落ち着いて取り組ませるために、考査期間中の朝掃除をカットしたところ、教職員
アンケートの「清掃活動」の数値が下がったため、考査期間中もきれいな学校を保つ方法を保健
部とともに検討していく。 
○学校の魅力化について、引き続き、今年度インスタグラムやホームページによる情報発信に力
を入れ、保護者から高い評価をいただき、志願者数増に結び付いたのではないかと思う。まだ、
定員に満たないので、次年度以降、さらに本校の発信が中学生に届くような方法等を模索する必
要がある。 
  

 


